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(1) 在日韓国・朝鮮人の肝がん・肝硬変の年令訂正死亡率は，日本人のそれらの 2-3 倍となった。






清 HBs抗原検査 (RPHA法)を行なった。肝機能検査で異常を認めなかった男470人，女448 人
での HBs抗原陽性率は，各々 10.0 ， 5.5%であったo 年令階級別(男女計)にみると， 20-39才
層では10.8%， 40才代では6.8% ， 50才代では 6.7%であった。
(2) 大阪府赤十字血液センターの献血者カードファイル (1977年 -1979年，約50万枚)の中から，
韓国・朝鮮名で， GOT , GPT ともに正常の者851人(男693人，女158人)を選び出し，血清HBs




大阪市生野区内 2 地区に居住する韓国・朝鮮人390世帯を訪問し， 20才以上の男， 343人について
最近の飲酒量ならびに， 30才当時の飲酒量について尋ね， うち 225 人から回答を得た。
(1) 現在，毎日 3-4 合飲酒する者の割合は全体の12.5%であった。これを年令階級別にみると，
ほとんど差がなかった。また，本調査での飲酒量は，日本人の飲酒量(文部省科学研究費総合研
究「アルコール飲量の社会医学的研究」による)とほとんど差がなかった。










(2) 血清 HBs抗原陽性率は，男の肝硬変・慢性肝障害では各27.7% ， 33.3%であり，対照のそれ
(4.3% , 8.3%) にくらべ，有意に高かった。女での陽性率は，肝硬変で38.5%，↑曇性肝障害で
22.2%であり，対照のそれ (11.5% ， 6.5%) より高かったが，対象者が少ないため，有意では
なかった。
HBs抗原陰性者の肝硬変及び慢性肝障害の擢患に関するリスクを1.0 とした場合， HBs抗原陽
性者の相対危険 (relative risk) は，男では 7.1 ， 4.9 となり，女では4 ， 3 ， 3.9 となった。又，
肝硬変及び慢性肝障害の擢患における HBs抗原の帰属危険は，男で20.6% ， 24.5% となり，女で
27.5% , 13.9% となった。
(3) 大量飲酒者(毎日 3-4 合以上飲むもの)の頻度は，男の肝硬変では66.7%，↑蔓性肝障害では
50.0%となり，それぞれ対照の31. 1 ， 33.3%にくらべ有意に高かった。
非大量飲酒者での肝硬変及び慢性肝障害発生のリスクを1.0としたとき 大量飲酒者での相対
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び北朝鮮においても これに関する報告はみられず 又 在日韓国・朝鮮人については資料の収集な
どの点で困難な問題が多く，疫学的研究はほとんど行なわれなかった。
本研究では，上述の困難を克服し，在日韓国・朝鮮人では，日本人に比し肝がん・肝硬変の死亡率
が 2~3 倍高いこと 又健康人での血清HBs抗原陽性率も 2~3 倍高いことなどを明らかにしたO
同時に，在日韓国・朝鮮人の肝硬変・慢性肝障害について，症例対照研究を行ない，日本人について
の症例対照研究成績とも比較した結果，韓国・朝鮮人の肝硬変・慢性肝障害の大部分は， HBs抗原及
び飲酒と関連していることを認めた。
以上本論文は，日韓両国を通じ，初めて在日韓圃・朝鮮人の肝疾患を，疫学的に研究したものとし
て有意義であり，学位論文として，充分の価値をもつものと認める。
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